














　本学における介護福祉専攻 1 年生。5 月に介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）実習を 3 日間、8 月に
認知症対応型共同生活介護（認知症対応型グループホーム）実習を 7 日間、8 月に訪問介護事業所（ホームヘ









　実習生が記載した指導事項はすべてテキストにした。分析ソフトは KH Coder ver 2.00f を使用し、品詞の種
類の分類はせず、頻出語の確認を行った。総抽出語数は 420 語までとなった。頻出語リストは表１に示した。
介護福祉学生は実習記録において何を指導されているのか
What are the guidance of students belonging to training programs

















































































マナー 第 3 者から見てもわかるように記録する、 １

























































































































　研究１について：表１の頻出語リストによると、「書く」62 件、「記入」「具体」17 件、「考察」14 件、の順で多く、
実習生は、具体的に記述することと考察することが苦手なのではないか、ということが考えられた。
　研究２について：表２のカテゴリーは「実習目標に関すること」、「基本的な文章の書き方」、「専門職として
の文章の書き方」、「具体的な記述」、「人権意識」、「利用者の状況を把握すること」、「考察の書き方」、の 7 つ
に分類された。これは、養成校として指導はしている“つもり”であるものの、指導・指摘が実習生に伝わっ
ていない部分とも考えることができる。よって今後は養成校として、実習目標の立て方や取り組み姿勢、読み
手の立場に立って記載する文章力の習得、学校で習ったことと実習実践を関連付けることの必然性、自分自身
の実習の為に具体的に明確的に書かなければならないこと、利用者視点と人権意識、考察の具体的な書き方等
を、今回の分類結果をもとに指導していく必要がある。また、実習生が付箋紙に記載した指導事項・指摘事項
の中には、巡回教員や実習先の実習指導者による具体例の記載も確認できた為、実習生は具体例の指示が印象
に残っていることが考えられた。よって実習生に対しては、「具体的に記載する」等のような抽象的な指導・
指摘ではなく、「例えば、～のように記載する」のように、指導者側も具体例を示す必要性を改めて確認する
ことができた。
